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Abstra（：t  
Rapid economic development and the various political reforms in administration and policy 
havetakenplaceinthepast20yearsinChina，reSultingavastchangeinpeoplelslivingenviron－  
ment，SOCietY，religiousorder，kinshiprelation，andsoon．Accordinglytheir丘eldsofactivityhave  
been spreading，the contents of activibT have been diversiBed，and theirvalues andideas has  
beenchanging．Inthiscondition，thetranSfoITnationoftheil・tl・aditionalethniccultureshouldbe   
inevibble．  
¶lispapertakesupthemarriageceremoniesofthreegenerationsofanUyghurfami1yliving   
inA山ShtowninthesouthernPartOftheXinJiangUyghurAutonomousRegion，tOpreSentthe  
ChangesofUyghurculturaltradition．ItaimstoreconstruCtanddescribethethreemarriagecere－  





















はじめに   
「結婚」という言葉はどんな言語においても記  
念すべき，喜ばしいことの意味が含まれている。  



























































ダなどもなく，思い出すのは電線につなげたスピ   





















































































本ご 自転車，服，アクセサリーなどはそこで買う  
ことができるが，テレビ，冷蔵庫など家電製品は  










































































る催しの音楽担当者となった。また，催しが始ま   
Ⅰ。家族三世代の結婚   
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ばれる料理が作られ，皆で食べた。催しは朝2暗  











分けたということだった。   
催し会場では女性と男性，年寄りと若者は座る  
場所が分けられ．罰を受けないように参列者はき  






















ことだった。   
来客が途絶えると，村の若者や新郎の親戚が残  
って後片付けをし，次の儀式の準備にとりかかる。   
る前に，参加者の指名によっで催しの司会（yeget  
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れた。   
次に，交渉で決められたとおり2月20日にチョ  
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れた．。   
次に，交渉で決められたとおり2月20日にチョ  
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婦の部屋の隣の部屋で泊まった。  












































ら取って来た乾いた木を燃やし茹で始めた。   
父のときと同じように結婚の前日の夜に村の  
人々を中心にしてイベントが始まった。式次第は  






























ぶって馬に乗せられた。また，新婦の服，布団，   
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る前に，参加者の指名によって催しの司会（yeget  

















































分けたということだった。   
催し会場では女性と男性，年寄りと若者は座る  
場所が分けられ，罰を受けないように参列者はき  






















ことだった。   
来客が途絶えると，村の著者や新郎の親戚が残  
って後片付けをし，次の儀式の準備にとりかかる。   
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への礼品，また客全員にプレゼントが渡されて式  



























次の日から皆は分担した役に従って動き始めた。   
結婚式の手順は祖父や父の時代と変わりはなか  
ったが，イベントの内容や構成にはかなりの変化  
があった。変化した点は以下の通りである。   
まず，父の時代まで結婚式の前日の昼ごろに行  














































邸が住む村のモスクの宗教指導者だった。昼ごろ   










































































1aq）」といわなければ離婚できなかった。   
また，結婚相手は第一世代と第二世代の時代で  
は同じ村や近隣の村から選ばれる習慣があった。  
その原因を尋ねたところ，この地域では「よその   





















②結婚にかかる費用と負担，使い道などの面での   
変化   
この点においては三世代の状況は以下の表のよ  









































第三世代ではすべての費用が結婚する家族の負担   
第二世代   第三世代   
婚資   40Kg小麦（自）  300元（自）   7000元（自）   
午や羊（自），料理  
や酒（自），服（自），  
孝一匹（自），料理  羊8－1U匹（礼）．  
（民）．エンターテ  料理（自）．酒（自），  
イベント  服（自）．エンター  
ティメント（自．  礼），招待状（自），  
（民）  ビデオや写真据影  
民）  
（自），謝金（自），  




その他  なし   
噂約相手の間での     誠にかかる費用  
礼品交換（自）  （自），結婚前の椿  
ち合わせ会（自）．  
家具や家電製品  
（自），他（自）   
礼品としての   なし   
所得額  
羊．布など  約2500元．布など   
自己負担総決算  約70kg小麦以下  約500元以下  15nOO元以上   
「注」⑳自＝結婚する家庭の負担 ㊨礼＝礼品 ㊨民＝何の人々  







































④結婚式の内容での変化（服装，音楽，料理，イ   






































変化はあまり目立たない。   















































































婚は非常に重要なイベントとなり，皆の協力で行   















































































り，ウイグル人社会もこの影響を受けている。   






























































































































































治改革が進行し，社会全体における生活環境，宗   































1）「上阿国什基本状況」（上阿国什人民政府発   
表，2004年）より。   
参考文献  
アブドゥウケリム。ラフマン，レヴュイドウラ・へ   
ンドラ，シュレプ・ホシュタル『ウイグル族の習   
俗』1996年，新張青少年出版社（Abudukerim Rah－   
man、Revaydulla Hamdulla＆Sharip Hushtar，触竺   




















けが唯一の楽しみの場でなくなっている。   
結婚式はウイグルの人びとにとって，いぜん重  
要な人生の節目であり，大切なお祝いめ場であり  
続けているが，村びとすべての楽しみの場から，  
結婚の当事者，とりわけ新郎新婦本人とそれにつ  
ながる人たちにとってのそれへと，その意味あい  
を変えてきてtlる。かつてのように同じ町や村の  
人びとが積極的に責任を持って楽しみの場をつく  
り出すのではなく，結婚当事者が自ら資金や場所  
などの負担を提供して楽しい場をつくり出す，と  
いうあり方になってきているのである。  
おわりに  
本稿では中国新宿ウイグル自治区ケゼルスケル  
ゲズ自治州ウスチエンアトシュ町に属するオチャ  
という村に住むウイグル人家族三世代の結婚式を  
事例として，中国内のウイグル人社会における文  
化的変容の一面を考察した。ここであげた事例は，  
所娼ウイグル自治区に住むウイグル人社会を代表  
するものであるわけでは決してない。新盤ウイグ  
